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●硫黄分の少ない重原油の使用
●硫黄分を含まない液化天然ガス（LNG）の使用
●排ガス中からSOxを除去する排煙脱硫装置の設置
●ボイラー内部でSOxを除去する炉内脱硫方式の採用

●ボイラー等の燃焼方法の改善
　　・ 二段燃焼方式の採用
　　・ 排ガス混合燃焼方式の採用
　　・ 低NOxバーナー・燃焼器の採用
●排ガス中からNOxを除去する排煙脱硝装置の設置

●ばいじんを発生しないLNGの使用
●排ガス中からばいじんを除去する高性能集じん装置の設置

硫黄酸化物
（SOx）の
低減対策

窒素酸化物
（NOx）の
低減対策

ばいじんの
低減対策

［煙突からの排出ガス］ ［排水］

［騒音］

［前面海域の水温］

［緊急時連絡］

連続分析測定 連続分析測定

定期分析測定 定期分析測定

定期測定

定期測定

環境関連事故
発生時など

データ報告

［発電所周辺の大気質］
連続分析測定 データ送信

データ送信・報告

データ送信

データ報告

データ報告

データ報告

連絡・報告

データ報告

テレビカメラ・計器類による監視

関
係
自
治
体［その他］

周辺企業環境データ

目標値
SOx、NOx
ともに0.2程度

大気汚染対策の概要
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環境モニタリングと報告

火力発電電力量あたりのSOx・NOx排出量

改造前

やま  す ばる

土砂流下を行うためのダムの改造（山須原ダム）

改造後（イメージ）

1　大気汚染・水質汚濁・騒音などの防止
　発電所などの設備運用にあたっては、法令はもとより、関
係自治体と環境保全協定を締結し、これを遵守しています。

（1） 大気汚染対策
　火力発電所から排出される硫黄酸化物（SOx）等の排出を
低減するため、様 な々対策を行っています。

　2010年度の火力発電電力量あたりのSOx・NOx排出量は、
SOxが0.27g/kWh、ＮＯｘが0.21g/kWhとなり、SOx・ＮＯｘと
もに2009年度より増加しました。これは、販売電力量の増加
に対応するために、火力発電電力量あたりのSOx・ＮＯｘ排出
量が比較的多い発電所の発電電力量が増加したことによるも
のです。

（2）水質保全対策
　火力・原子力発電所では、機器排水を排水処理装置で適正
に処理するとともに、冷却水として使用する海水は、海域への
影響を低減するため、周辺海域の特性に応じた取放水方式を
採用しています。
　水力発電所のダム貯水池では、定期的な水質調査、富栄養
化対策や赤潮処理、濁水発生時の選択取水、周辺の荒廃山
林の整備事業への協力など、水質保全に努めています。

（3） 騒音・振動防止対策
　低騒音・低振動型設備の採用や消音器・防音壁の設置、
機器の屋内への設置などの対策を行っています。また、建設工
事にあたっても、低騒音・低振動型の建設機械を選定するなど
の対策を行っています。

（4） 土壌汚染対策
　有害物質の土壌への排出、漏洩がないように努めるとともに、
社有地の売却、用地の購入等にあたっては、自主的に土壌汚
染調査を実施しています。
　既存の社有地についても、予防的措置として、自治体の公表
資料を基に、汚染の可能性がある社有地周辺の地下水汚染状
況を調査し、当社に起因した汚染がないことを確認しています。

2　環境保全の管理
　発電所等では、周辺環境の監視や化学物質の管理な
ど、環境保全の管理を徹底しています。

（1） 環境モニタリング
　発電所の周辺環境については、関係自治体、周辺企業との
連携により、厳重に管理しています。

3　地域環境の保全

河川本来の土砂の流れの再生（土砂流下の促進）
　2005年の台風14号による記録的な降雨の影響で、山の斜
面の崩壊や過去最大の浸水など土砂に起因する甚大な災害
が発生した耳川（宮崎県）では、「地域の安全と安心の確保」
と「人と多様な生物の共生」をめざして、山地から河川、海岸
にわたる流域関係者が一体となって、様々な取組みを進め
ています。
　このうち、当社は耳川水力整備事務所において、土砂流下
に必要なダムの改造工事や環境変化を把握するための環境モ
ニタリング調査などを実施しています。
　この取組みにより、洪水時に上流からダム貯水池に流れ込む
土砂を下流に流すことで、ダム上流域における川底上昇に伴う
浸水リスクの軽減が図られるとともに、下流河川や沿岸域にお
ける川底低下や海岸侵食の抑制、河原の洗浄効果の促進等
による生態系を含む流域環境の改善が期待されます。

みみかわ

詳細は九州電力ホームページ　 
関連・詳細情報（P13参照） 〉 土壌調査要領

http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report11_action-plan_symbiosis_prevention_index
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